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６
月
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
４
日
か

ら
23
日
ま
で
、
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
専
決
処
分
の
報
告
３

件
、
条
例
案
７
件
、
補
正
予
算
案
２
件
、

人
事
案
２
件
の
合
わ
せ
て
14
件
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
な
ど

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

条　

例

補 

正 

予 

算

６
月
市
議
会
定
例
会
報
告

・
「
中
野
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
改
正

　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
お
よ
び
独
立
行

政
法
人
通
則
法
の
改
正
に
伴
い
、
引
用
条

項
に
条
項
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

・
「
中
野
市
基
本
構
想
の
議
決
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定

　

地
方
主
権
改
革
の
一
環
と
し
て
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
、
議
決
事
件
で
な
く

な
っ
た
基
本
構
想
の
策
定
な
ど
に
つ
い

て
、
基
本
構
想
が
市
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
総
合
計
画
の
基
本
部
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
し
て
定

め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

・
「
中
野
市
市
税
条
例
」
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
の
特
例
、
い
わ
ゆ
る
「
わ

が
ま
ち
特
例
」
が
適
用
さ
れ
る
対
象
資
産

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
資
産
の

軽
減
割
合
を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

・
「
中
野
市
地
域
医
療
従
事
医
師
奨
学
資

金
貸
付
条
例
」
の
一
部
改
正

　

他
の
自
治
体
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
、

本
市
と
同
様
の
貸
付
資
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
者
に
対
し
、
奨
学
資
金
の
貸
付
を

行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

・
「
中
野
市
介
護
保
険
条
例
」
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

所
得
の
少
な
い
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担

の
軽
減
強
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
３
月
補
正
で
計
上
し
て
繰
越

し
た
事
業
の
、「
国
の
地
域
活
性
化
・
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
事
業
費
」、「
担

い
手
育
成
支
援
事
業
費
」、「
園
芸
産
地
育

成
事
業
費
」
お
よ
び
「
消
防
施
設
維
持
整

備
事
業
費
」
で
平
成
27
年
度
当
初
予
算
と

重
複
す
る
事
業
費
を
減
額
す
る
ほ
か
、
特

別
職
な
ど
に
係
る
給
与
の
減
額
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
27
年
度
の

一
般
会
計
予
算
を
１
億
８
３
４
６
万
６
千

円
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

２
０
０
億
７
１
５
３
万
４
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
民
生
費
〉

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
で
、

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
１
号
被

保
険
者
の
う
ち
、
低
所
得
者
層
で
あ
る

保
険
料
区
分
第
１
段
階
に
属
す
る
者
の

保
険
料
を
一
部
軽
減
す
る
こ
と
に
伴
い

６
０
７
万
９
千
円
の
増
額

●
母
子
父
子
福
祉
支
援
事
業
費
で
、
母
子

生
活
支
援
施
設
入
所
援
護
委
託
措
置
費
を

１
８
９
万
５
千
円
の
増
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉

●
農
道
整
備
事
業
費
で
、
地
域
発
元
気
づ

く
り
支
援
金
事
業
お
よ
び
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
の
採
択
に
伴
い
、
２
７
０
万
円

の
増
額

●
か
ん
が
い
排
水
事
業
費
で
、
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
お
よ
び
農
業

基
盤
整
備
促
進
事
業
の
採
択
に
伴
い
、

５
１
３
万
７
千
円
の
増
額

〈
土
木
費
〉

●
幹
線
道
路
整
備
事
業
費
で
、
市
道
的
場

線
の
道
路
改
良
工
事
費
と
し
て
５
３
７
万

円
の
増
額

〈
消
防
費
〉

●
消
防
施
設
管
理
事
業
費
で
、
地
元
区
の

消
防
器
具
置
場
の
設
置
に
伴
う
消
防
施
設

整
備
事
業
補
助
金
１
０
０
万
円
の
増
額

人　

事

《
教
育
委
員
会
委
員
》

　

髙た
か
は
し橋

智と

も

み美
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
に
、
市い

ち
か
わ川

真し
ん
い
ち一

氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

《
人
権
擁
護
委
員
》

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

中な
か
や
ま山

千ち

え

こ

恵
子
委
員
お
よ
び
瀧た

き
ざ
わ澤

洋よ

う

こ子
委
員

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、
佐さ

の野
茂し

げ
る

委
員
の

後
任
に
髙た

か
は
し橋

秀ひ

で

こ子
氏
を
、
佐さ

と

う藤
み
つ
江え

委

員
の
後
任
に
宮み

や
ざ
わ澤

和か

ず

み三
氏
を
候
補
者
と
し

て
推
薦
す
る
こ
と
が
適
任
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
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７
月
は
、
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
、

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排

除
県
民
運
動
強
化
月
間
」
で
す
。

　

郷
土
の
未
来
を
担
う
青
少
年

が
、
心
豊
か
に
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
は
皆
の
願
い
で
す
。

　

こ
の
月
間
を
機
会
に
、
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
と
健
全
育

成
、
ま
た
、
青
少
年
に
と
っ
て
有

害
な
社
会
環
境
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
大
人
の
視
点
か
ら
見
つ
め

直
し
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
も
の
で
、
本
年
で
65
回
目
に
な

り
ま
す
。

　

本
年
も
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
あ
る
７
月
を

中
心
に
、
更
生
保
護
へ
の
理
解
と

協
力
を
訴
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
期
間
中

は
、
保
護
司
会
を
中
心
に
、
更
生

保
護
女
性
会
お
よ
び
そ
の
他
の
団

体
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
各
地
で

広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
各

区
を
通
じ
て
１
戸
当
た
り
30
円
の

資
金
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県
民
運
動
強
化
月
間
」

７月７月はは

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

青
少
年
へ
愛
の
声
か
け
運
動

　
〝
青
少
年
は
地
域
社
会
で
は
ぐ
く

む
〞
〝
誰
も
が
自
然
に
声
か
け
で

き
る
社
会
〞
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
の
大
人
が
青
少
年
一
人
一
人

に
対
し
て
温
か
な
ま
な
ざ
し
を
向

け
、
声
を
掛
け
る
「
愛
の
声
か
け

運
動
」
の
実
践
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

〝
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も

変
わ
る
〞
ま
ず
は
、
近
所
に
住
む

子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

有
害
自
動
販
売
機
３
な
い
運
動

　

青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な
自
動

販
売
機
（
露
骨
な
性
描
写
の
雑

誌
、
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ア
ダ
ル

ト
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売
す
る
自
動

販
売
機
）
を
「
設
置
さ
せ
な
い
・

利
用
し
な
い
・
放
置
し
な
い
」
の

「
有
害
自
動
販
売
機
３
な
い
運

動
」
の
実
践
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を
守
る

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
青
少
年
に

と
っ
て
有
害
な
情
報
が
含
ま
れ
る

サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情

報
か
ら
悪
影
響
を
受
け
た
り
、
犯

罪
・
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
有
害
な
ペ
ー
ジ
に
ア

市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
で

の
啓
発
物
の
配
布
、
更
生
保
護
施

設
へ
の
慰
問
、
研
修
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
、
こ
の
運
動
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
有
害
サ
イ
ト

ア
ク
セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス
）
を
利

用
す
る
な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

時
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ

い
て
、
子
ど
も
と
話
し
合
う
こ
と

も
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

　市では、少年の非行防止
について、青少年補導関係
の機関（教育・行政・警察）
および団体が中心となり、
市民の参加を得て、少年の
非行防止活動をより効果的
に推進するため、合同活動
の拠点である少年育成センターを設置しています。
　また、中野市少年育成委員は、各地区などから選
出され、市長の委嘱を受けた80人の方が３年の任期
で活動しています。
　活動内容は、街頭補導活動、少年相談活動、環境
浄化活動などで、問題少年の早期発見と早期補導活
動による青少年の健全な育成の推進を図っています。
　今後、強調月間に合わせて、催事が行われている
市街地の巡回補導活動や環境浄化活動、青少年健全
育成協力店の協力要請活動などを実施していきます。

少年育成委員が活動しています

地
域
で
〝
は
ぐ
く
む
〞

　
　

大
人
が〝
見
守
る
〞

犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
の
た
め
に
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